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Proton decay search�

•  Probe GUT scale by virtual particle 
exchange ⟹ proton decay�
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Eur.Phys.J.C75 (2015) 12, 580�
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New physics BSM�

Free proton�

Total invariant mass (MeV/c2)�

•  BG free observation with $
high photo-coverage + HQE PMT

•  9σ discovery in 10 years for $
τp = 1.4×1034yr (SK limit)�

with Hyper-K  
staged strategy�
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（３）実施体制 

 東京大学と高エネルギー加速器研究機構を中核機関とし、国内外の研究機関・大学から

参加する研究者が協力して計画を推進する4。 

東京大学では、推進体制をより一層強化するため、2017 年 10 月に次世代ニュートリノ

科学連携研究機構を発足させている。また、国内外の素粒子物理・宇宙線物理研究者と工

学専門家からなる外部諮問委員会により、本計画への評価と助言を定期的に受ける体制が

できている。さらに国内外の政府機関・研究機関代表者等が一堂に会する予算委員会にお

いて、国際協力推進のための情報交換と議論を行ってきている。 

研究者間では、17 ヵ国 82 機関から約 330 名の研究者が参加する国際共同研究グループ

を結成し、組織を構築して計画を推進している。また、メンバーの７割以上が海外からの

参加者である。実験代表者には国内及び海外のメンバーから１名ずつを選び、各国代表者

による会議の議長を外国人が務めるなど、研究グループの運営を国際的なメンバーによっ

て行う体制が整えられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）国内における検討経緯 

 東京大学宇宙線研究所が責任機関として建設したスーパーカミオカンデでは 1996 年 4

月から国際共同実験として観測を開始し、これまでに大気ニュートリノや太陽ニュートリ

                                                   
4 2015 年１月には、東京大学宇宙線研究所と高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所の間で、ハイパーカミオカンデ計画にお

ける協力についての覚書を交わしている。 

 
図：ハイパーカミオカンデ計画の推進体制（計画含む） 
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建設予定地
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SK

HK

1000m

650m

和佐保

二十五山
円山

ずり処分地

新規アクセス
トンネル坑口

神岡町市街地

国道41号

N池ノ山 n Super-Kから南に約8km

n 二十五山の地下650m
神岡鉱業・栃洞坑内

n 和佐保堆積場にヤードを整備
空洞予定地まで2kmあまりの
アクセストンネルを新規掘削

n トンネルおよび空洞の掘削で
出て来るズリ（57万m3）は、
最終処分地である円山陥没地
までトラックで搬送
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Signal	digiczer	

Synchronizacon	
(	Clock	&	counter	)�Readout	system	

Sofware	trigger	
ǖǖǖ+	Event	builder	

Front-end	
data	processing�
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ƺǈǉǁǇƫǂǆǌǍǋǆǀǎǍǉǋ�
ǊǋǉǍǉƬǍǑǊǃ�QTC+TDC Spec.

• Tests with calibrator

9 Timing ~200ps @ 1pe
9 Charge ~10% @ 1pe
9 Linearity ~1%

• Tests with B&L PMT

9 Timing ~1ns @ 1pe
9 Charge ~ 30% @ 1pe

6PMT�
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